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１０月２０日（月）、西原町町民交流センター（さわふじ未来ホール）において「令和７年度 沖縄県青
少年赤十字大会」が開催され、関係者約１７０名が参加しました。 

この大会では、日頃のボランティア活動や、赤十字の実施するイベントや防災教育、募金活動などの青少 
年赤十字活動に取り組んでいる個人及び学校の表彰が行
われ、今年度は個人１８名、学校９校が受賞いたしまし
た。 

日本赤十字社沖縄県支部玉城デニー支部⾧(代読：上間

優副支部⾧)は「受賞された皆さまが、引き続き、学校や

地域で、支援を必要とされている方々に寄り添い、地域

社会にとって有為な存在として活躍されることを心より

期待しております」と受賞者をねぎらいました。 

 
 また、来賓である沖縄県赤十字有功会の仲村義明会⾧は、「友達や先輩、後輩、学校の先生や赤十字奉仕

団をはじめ、地域の皆さまと支え合い、尊重の気持ちを大切にしながら活動することを願っております」と

激励のことばを述べ、記念品として沖縄県赤十字有功会から携帯簡易トイレや保温用アルミシートなどを詰

め合わせた「防災ショルダーバッグ」が贈呈されました。 

参加生徒たちで記念撮影 

 

仲村会長から JRC 活動に貢献した生徒たちへ記念品贈呈 贈呈された「防災ショルダーバッグ」 

右から仲村義明有功会会長、上間司事務局長 

令和 7 年 10 月 3 日（金）、佐賀県にて「令和 7 年度 日

赤紺綬・有功会会⾧協議会総会」が開催され、沖縄県赤十

字有功会から仲村義明会⾧が参加しました。 

 総会では、決算報告や各ブロック代表による活動報告

が行われ、災害対応や復興支援、赤十字事業への支援状況

などについて活発な情報共有がなされました。 

 また、総会終了後には、日本赤十字社佐賀県支部山口支

部⾧（佐賀県知事）による講演「さが新時代への挑戦」が

行われ、佐賀県の魅力や特色ある取組が紹介されました。 
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左から「デイゴーマン」、大同火災共済会会長 島袋康平様 

日本赤十字社沖縄県支部事務局長 上間司 

このたび、大同火災共済会様のご協力で、既存

の自動販売機 6 台を赤十字寄付金付き自動販売機

へ切り替えていただきました。  

大同火災共済会会⾧の島袋様は、「日本赤十字社

は国内外における災害救護をはじめ、苦しむ人を

救うために幅広い分野で公益性の高い活動を展開

されています。大同火災においても地域貢献を使

命としいろいろと取り組んでいますが、防災・減

災に係る取り組みとの親和性も高いことから、日

本赤十字社沖縄県支部への支援を決め、寄付金付 

自動販売機の設置を進めさせていただきました。この取り組みに留まらず、今後も様々な分野で連携・

協働していければと考えております」と温かい言葉を述べられました。 

 


